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ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
支

給
制
度
に
つ
い
て　
　
　
　
　

　

ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
支
給

制
度
は
、
母
子
家
庭
等
を
対
象
に
、

医
療
機
関
で
支
払
っ
た
医
療
費
の

一
部
を
支
給
す
る
制
度
で
す
。
こ

の
制
度
を
利
用
す
る
た
め
に
は
、

事
前
の
登
録
が
必
要
で
す
。

対
象

・
母
子
家
庭
や
父
子
家
庭
の
親
と

　

子
ど
も

・
養
育
者
（
親
が
い
な
い
た
め
、

　

親
に
代
わ
っ
て
子
ど
も
を
育
て

　

て
い
る
家
庭
の
保
護
者
）
と
子

　

ど
も　
　
　

・
父
又
は
母
が
一
定
の
障
害
に
あ

　

る
家
庭
の
親
と
子
ど
も

※
児
童
扶
養
手
当
に
準
じ
た
所
得

制
限
が
あ
り
ま
す
。

※「
子
ど
も
」
と
は
、
18
歳
に
達

し
た
年
度
の
末
日
ま
で
の
人
（
一

定
の
障
害
が
あ
る
場
合
は
20
歳
未

満
の
人
）
で
す
。

登
録
手
続
き
に
必
要
な
も
の

①
申
請
者
と
子
ど
も
の
健
康
保
険

　

証
②
通
帳
（
申
請
者
名
義
の
も
の
）

③
印
鑑（
朱
肉
を
必
要
と
す
る
も
の
）

④
申
請
者
と
子
ど
も
の
戸
籍
謄
本

　
（
申
請
者
が
養
育
者
で
あ
る
と

　

き
は
、
子
ど
も
の
父
母
の
戸
籍

　

又
は
除
籍
謄
本
も
必
要
）

⑤
所
得
・
課
税
証
明
書（
平
成
22
年

　

１
月
１
日
時
点
の
住
所
が
市
外

　

の
人
）

※
児
童
扶
養
手
当
を
受
け
て
い
る

人
又
は
申
請
中
の
人
は
、
児
童
扶

養
手
当
証
書
を
提
示
す
る
こ
と
で

④
⑤
の
書
類
を
省
略
で
き
ま
す
。

＊
状
況
に
応
じ
て
、
他
の
書
類
が

　

必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
申
請

　

前
に
左
記
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

　

だ
さ
い
。

★
保
険
課
☎
�
１
１
１
６
、
市
民

　

福
祉
課
☎
�
１
３
３
１
（
内
線

　

３
１
５
）

子
ど
も
医
療
費
支
給
制
度
に

つ
い
て　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

市
で
は
、
市
内
に
住
所
を
有
す

る
中
学
校
就
学
前
ま
で
の
子
ど
も

を
対
象
に
、
健
康
保
険
適
用
の
医

療
費
等
を
助
成
し
て
い
ま
す
。
こ

の
制
度
を
利
用
す
る
た
め
に
は
、

保
護
者
に
よ
る
事
前
の
登
録
が
必

要
で
す
。

　

登
録
を
し
た
日
か
ら
支
給
の
対

象
と
な
り
ま
す
の
で
、
登
録
が
済

ん
で
い
な
い
人
は
お
早
め
に
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

登
録
手
続
き
に
必
要
な
も
の

①
対
象
と
な
る
子
ど
も
の
健
康
保

　

険
証

②
保
護
者
名
義
の
通
帳

③
印
鑑（
朱
肉
を
必
要
と
す
る
も
の
）

※
健
康
保
険
の
加
入
手
続
き
中
で

保
険
証
が
お
手
元
に
な
い
場
合
は
、

仮
登
録
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
「
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
受

給
者
証
」
を
持
っ
て
い
る
子
ど
も

は
、
登
録
不
要
で
す
。

★
保
険
課
☎
�
１
１
１
６
、
市
民

　

福
祉
課
☎
�
１
３
３
１
（
内
線

　

３
１
５
）

介
護
保
険
利
用
者
負
担
金
助

成
制
度
受
給
資
格
の
認
定
申

請
に
つ
い
て　
　
　
　
　
　
　

　

市
で
は
、
介
護
認
定
を
受
け
て

い
る
人
が
介
護
保
険
の
居
宅
サ
ー

ビ
ス
等
を
利
用
し
た
場
合
に
、
利

用
者
負
担
金
の
一
部
を
助
成
す
る

制
度
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

《
対
象
と
助
成
内
容
に
つ
い
て
》

　

助
成
の
対
象
と
な
る
の
は
、
介

護
認
定
を
受
け
て
お
り
、
か
つ
次

の
要
件
を
満
た
す
人
で
す
。

※
た
だ
し
、
生
活
保
護
受
給
者
は

除
き
ま
す
。

①
平
成
22
年
度
の
市
民
税
が
世
帯

　

全
員
非
課
税
で
老
齢
福
祉
年
金

　

を
受
給
し
て
い
る
人
…
利
用
者

　

負
担
金
の
２
分
の
１
を
助
成

②
平
成
22
年
度
の
市
民
税
が
世
帯

　

全
員
非
課
税
の
人
…
利
用
者
負

　

担
金
の
４
分
の
１
を
助
成

《
対
象
と
な
ら
な
い
サ
ー
ビ
ス
》

○
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護

　
（
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
）サ
ー
ビ
ス

○
特
定
施
設
入
所
者
生
活
介
護（
有

　

料
老
人
ホ
ー
ム
等
）
サ
ー
ビ
ス

○
別
の
減
額
制
度
等
に
よ
り
、
利     

　

用
者
負
担
金
が
減
額
に
な
っ
て

　

い
る
も
の

《
受
給
資
格
の
申
請
・
更
新
に
つ

い
て
》

　

助
成
を
受
け
る
た
め
に
は
、
事

前
に
受
給
資
格
の
認
定
を
受
け
る

こ
と
が
必
要
で
す
の
で
、
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。（
申
請
月
の
利
用
者

負
担
金
か
ら
助
成
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。）有
効
期
間
は
、
翌

年
６
月
ま
で
で
す
。

　

ま
た
、
先
月
ま
で
受
給
さ
れ
て

い
た
人
は
、
受
給
資
格
の
有
効
期

間
が
６
月
末
で
満
了
し
て
い
ま
す

の
で
、
７
月
中
に
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。

受
付
場
所　

介
護
い
き
が
い
課
（
市

　

役
所
１
階
）、市
民
福
祉
課
（
総

　

合
支
所
１
階
）

用
意　

対
象
者
名
義
の
通
帳
、
印

　

鑑（
朱
肉
を
必
要
と
す
る
も
の
） 

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
左
記
へ

★
介
護
い
き
が
い
課
☎
�
１
７
１

　

９
、
市
民
福
祉
課
☎
�
１
３
３

　

１
（
内
線
３
１
３
）

老人福祉センターつきみ荘の休館日　 　☎�３６９６

５日㈪・12日㈪・20日㈫・21日㈬・26日㈪・８月２日㈪・９日㈪

余熱利用施設湯かっこの休館日　　 　　☎�８１２６

５日㈪・12日㈪・20日㈫・26日㈪・８月２日㈪・９日㈪

戸田競艇（埼玉県都市競艇組合主催）開催日程    　
９日㈮〜13日㈫、29日㈭〜８月１日㈰

※本庄市は埼玉県都市競艇組合に加入しており、組合
からの配分金をさまざまな事業に活用しています。

今月の納税納付［納期限：８月２日㈪］
・固定資産税　２期　・国民健康保険税　　　　１期
・介護保険料　１期　・後期高齢者医療保険料　１期

−市税夜間収納窓口のお知らせ−
日時　７月28日㈬　　　午後５時15分〜７時
場所　・市役所１階　　収納課　☎�１１２０　
　　　・総合支所１階　市民福祉課税務係
　　　　　　　　　　　☎�１３３１（内線３２２）
※市役所へお越しの際は庁舎東側の夜間休日受付通用口
を、総合支所へお越しの際は正面玄関をご利用ください。

お
知
ら
せ

※
声
の
広
報
（
録
音
テ
ー
プ
）
を
貸
し
出
し
て
い
ま
す
。

★
秘
書
広
報
課
☎
�
１
１
５
５



〈
広
告
〉

〈
広
告
〉

15 平成22年７月１日号

８
月
か
ら
「
フ
ァ
ッ
ク
ス
１

１
９
番
通
報
」
の
番
号
が
変

わ
り
ま
す　
　
　
　
　
　
　

　

フ
ァ
ッ
ク
ス
１
１
９
番
通
報
シ

ス
テ
ム
は
、
言
語
に
よ
る
１
１
９

番
通
報
が
困
難
な
聴
覚
及
び
言
語

障
害
者
等
が
緊
急
通
報
を
行
う
補

助
手
段
と
し
て
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
を

利
用
し
て
児
玉
郡
市
広
域
消
防
本

部
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
に
１
１
９

番
通
報
（
火
災
や
救
急
な
ど
の
緊

急
通
報
）
を
行
い
、
消
防
車
や
救

急
車
の
要
請
が
で
き
る
も
の
で
す
。

ま
た
、
併
せ
て
手
話
通
訳
者
の
派

遣
依
頼
も
で
き
ま
す
。

　

８
月
か
ら
通
報
先
の
番
号
が
変

更
と
な
り
ま
す
の
で
、
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

変
更
後
番
号

　

蕭
�
０
１
０
９
か
ら
蕭
１
１
９

　
（
局
番
な
し
）
に
変
更

対
象
者　

　

本
庄
市
、
美
里
町
、
神
川
町
、

　

上
里
町
に
在
住
・
在
勤
・
在
学

　

し
て
い
る
聴
覚
又
は
言
語
・
音

　

声
等
に
機
能
障
害
の
あ
る
人

利
用
で
き
る
範
囲　

児
玉
郡
市
広

　

域
消
防
本
部
管
内
（
本
庄
市
、

　

美
里
町
、
神
川
町
、
上
里
町
）

※
事
前
に
、
社
会
福
祉
協
議
会
へ

利
用
登
録
を
し
て
お
く
と
迅
速
な

対
応
に
つ
な
が
り
ま
す
。
こ
の
機

会
に
登
録
を
お
願
い
し
ま
す
。

＊
登
録
・
お
問
い
合
わ
せ
は
左
記

　

へ
★
本
庄
市
社
会
福
祉
協
議
会
手
話

　

通
訳
者
派
遣
担
当
☎
�
７
２
７

　

５
・
蕭
�
７
３
０
９

夏
の
交
通
事
故
防
止
運
動
が

始
ま
り
ま
す　
　
　
　
　
　
　

　

交
通
安
全
を
心
が
け
、
楽
し
い

夏
休
み
に
し
ま
し
ょ
う
。

期
間　

７
月
15
日
㈭
～
24
日
㈯

本
庄
市
重
点
目
標

○
夜
間
・
薄
暮
時
の
交
差
点
事
故

　

防
止

埼
玉
県
統
一
目
標

○
児
童
・
生
徒
の
交
通
事
故
防
止

○
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

○
飲
酒
運
転
の
根
絶

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
左
記
へ

★
自
治
防
災
課
☎
�
１
１
１
８
、

　

総
務
課
☎
�
１
３
３
１
（
内
線

　

２
１
４
）

サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
を

発
売 

  

サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
の
賞

金
は
、
１
等
・
前
後
賞
合
わ
せ
て

３
億
円
。
２
等
も
１
億
円
。　

発
売
期
間　

７
月
７
日
㈬
～
30
日
㈮

※
こ
の
宝
く
じ
の
収
益
金
は
、
市

町
村
の
明
る
く
住
み
よ
い
ま
ち
づ

く
り
に
使
わ
れ
ま
す
。

★
㈶
埼
玉
県
市
町
村
振
興
協
会
☎

　

０
４
８
―
８
２
２
―
５
０
０
４

☎0120-22-3752
思い出の街から
希望の街へ…夢運びます

「はやぶさ」と「岡田ジャパン」と本庄市

　6月13日、史上初の月以外の天体での着陸と離陸に
成功した探査機「はやぶさ」が、地球への帰還を7年
かけて果たしたこと、そして翌14日未明のサッカーＷ
杯大会予選における対カメルーン戦での日本の勝利
は、私たちに大きな希望を与えてくれました。
　「はやぶさ」は事故や故障が続き、一時行方不明に
もなりましたが、宇宙研スタッフの必死の努力で今回
の帰還ができました。「岡田ジャパン」も、下馬評では
一勝すらできないと言われながら、そのプレッシャー
に耐え、監督以下チーム一丸となって他国開催での
Ｗ杯初の勝利を手にすることができました。「日本は
まだまだやれる」と多くの国民が感じたと思います。
　今回「はやぶさ」が探査した小惑星は「イトカワ」
といい、これは日本の宇宙研究の草分け的存在である
故糸川英夫博士の名前をとっています。実は、糸川博
士と本庄市はご縁があります。博士は昭和31年に当

時の高層気象台本庄出張所に来られ、隣接する本庄
西小学校の校庭を使用して高層大気の観測を行うた
めの「ロックーン」実験を行いました。実験は成功し、
その際に糸川博士から協力のお礼にと贈られた日本
の超音速ロケット研究のさきがけである「ペンシルロ
ケット」は、今も本庄西小学校に保存されています。
　「岡田ジャパン」と本庄市の関係は、先月の広報
の巻頭カラーで皆様もご存じの通りです。日本神社
のダルマは南アフリカに持参する、という約束を岡
田監督からいただいております。この原稿が皆様の
目に留まる7月に、世界の強豪相手との対戦結果が
どうなっているか分かりませんが、まず日本が一勝
できたことは本当に良かったと思います。
　日本全体から見ればまことに小さな本庄市です
が、日本を元気にするために我がまちも色々と関わ
ってきましたし、関わっているのです。これからも市
民の皆様、とりわけ次代を担う青少年の皆さんには、
我が国の将来に希望を持って頑張っていただきたい
と思います。　　　　　　　本庄市長


